












































































































































































の増加の目標を果たすことができ、園児の出席は継続しています。教師は 3 人から 2 人に減少し、母の会は病






























もたちの家族の病気とインフルエンザにかかることの恐怖のために、私たちの園児の何人かは 4 月 1 日まで学
校を休みました。しかし、21 人の生徒がこの幼稚園のコースをすばらしい成長で終えることができました。
（第14号：The Kizukawa Day Nursery, Osaka. 1920）
インフルエンザ：12月が終わり、記憶に残る忘れられない今年の出来事は、インフルエンザのことで、とて
も明るい 3 人の先輩（伝習所の女学生）がそれぞれ12月の 5 日の内に亡くなってしまうという、悲しみに包ま
れたことです。
私たちは、クリスマスのお祝いの代わりに、私たちのプレイルームで 3 人の葬儀をしました。30年間ではじ
めて、新年に私たちの園は閉鎖し、幼稚園は 12 月 18 日から 2 月 2 日まで閉鎖されました。（第 14 号：Glory 
Kindergarten Traininig School,Kobe. 1920）17
今年の同窓会はとても活発にすると約束しましたが、病気がやってきて、また 1920年の記念日に代表でス
ピーチをした子がインフルエンザで亡くなりましたので、春からは、病気の子どもたちのためにスクラップ










夏の月に、私たちの 3 人の子どもたちが「赤痢」で亡くなりました。 教会の牧師はこの悲しい体験を契機に
特別な礼拝を計画し、天国での慰めの説教をしました。次回の母の会で、医師に子どもの病気とそのケアにつ














































都・聖公会）、健康診断（福井）、健康状態良好の報告（東洋英和・静岡英和）、園医を持ち、4 半期に 1 度身
体検査を行い子どもの健康のための正しい提案を保護者に（大阪ランバス女学院）、目の検査（松山）、身体
検査（名古屋柳城）



































1「Cleanliness is next to godliness」にあるように、清潔を敬虔と同じ






号：Heian Kindergarten, Kyoto. 1926）
この手洗いの方法の健康・衛生に関する教育実践（実際は1925年）
























Cleanliness is next to godliness.
図 2・健康診断
Getting the doctor’s help, with mother and teachers 
at the medical Clinic.



































子（日光浴・午睡（第26号：Sun-bath in the Hakui Kindergarten-Ishikawa ken. 1932）が残されている。
図 3・太陽の学校・日光浴




































































年次 国立 公立 私立 私立の内JKU加盟園
1890 1 98 39 （3）
1895 1 161 57 （9
1900 1 178 61 （17）
1905 1 180 132 （20）
1910 1 216 258 39
1915 2 234 399 81
1920 2 261 465 125
1925 2 347 608 157
1930 2 478 1029 180







ニー・ハウ（Annie Lyon Howe, 1852–1943）は、幼稚園や保育所及び保育者養成組織の連絡先機関をつくる必
要性を感じ、J.K.U（Japan Kindergarten Union）「日本幼稚園連盟」を創ることを提唱した。この組織は、1906（明
治39）年から、戦争の影響で宣教師たちが帰国することになる1940（昭和15）年 7 月まで活動が続けられた。
7  本稿では、キリスト教保育連盟編『ANNUAL REPORT OF THE JAPAN KINDERGARTEN UNION』日本らい
ぶらり、1985年の第 1 巻［1907–1910］、第 2 巻［1911–19114］、第 3 巻［1915–1918］、第 4 巻［1919–1922］、第









15 前掲書『日本キリスト教保育百年史』147 頁。聖和保育史刊行委員会編『聖和保育史』聖和大学、1985 年、
107頁。
16	 当時のコレラについては男性宣教師の報告に残されている。「Cholera is raging at Osaka and Kyoto now. It may 
visit in us, but we are hoping to raze soon we have none of the seeds of the disease from last year as do those place.」





で倒れている。このため、保拇伝習所も幼稚園も12月18日から 2 月 2 日まで休校することとなり、1919（大
正 8）年のクリスマス祝会はとりやめとなった。1920（大正 9）年 3 月の卒業生10名は、3 名 の友を流感で
失った悲しみを胸にひめて静かに巣だっていった。」 （小林恵子『日本の幼児保育につくした宣教師―下巻―』
キリスト教新聞社、2009年、106頁。）
18 この記録については、前掲熊田・辻論文「米国長老教会宣教師アイリン・ライザーのキリスト教教育観―戦
前期の活動記録から―」で詳細に分析している。
19 前掲書『日本キリスト教保育百年史』155–156頁。

